
 

 
 

 

 ６月２３日は、沖縄戦の組織的戦闘の終了から７６年の「慰霊の日」

でした。 

 ２０万人余の人々が、沖縄戦で命を落としました。恒久平和を願う

「沖縄全戦没者追悼式」が沖縄戦末期の激戦地となった糸満市摩文仁

の平和祈念公園で執り行われました。昨年に続きコロナ禍の追悼式と

なり、招かれた参加者は３０人となりましたが、沖縄県内の中学生が

平和の詩を朗読し、「みるく世（平和な世の中）を創るのはここにい

る私たちだ」と力強く語るなど、さまざまな立場の方が平和の大切さ

や平和に向けての決意を語りました。 

 

 JR 東労組も今まで沖縄研修を開催し、戦争の悲惨さ、平和の大切

さ、また戦後から続く基地問題などを学んできました。コロナ禍でな

かなか沖縄の現地に立つことは難しいですが、今まで学んできたこと

を胸に、神奈川の地からそれぞれが平和な社会を実現するために考え、

行動していきましょう。 

 

 来年は沖縄本土復帰５０年の節目となります。沖縄戦やアメリカに

よる占領統治時代を実際に経験した方々も少なくなってきています。

いかに次の世代に語り継ぎ、同じ悲しみを経験することがないように

していくかは私たちの課題です。 
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